
























 

小児の成長発達の最終段階である思春期は男女ともに比較的短期間に性的成熟を遂げる時

期であると要約できるが,この時期は単に身体的変化のみでなく,心理学的にも,社会的に

も大きな問題を持つ時期でもある。しかし思春期の小児の問題を適確に把握することはむ

ずかしい。その理由の第一は思春期に入る年齢や,思春期から成人へと移行して行く時期,

その様式などが極めて個別的であるからなのである。そこでまず,思春期を具体的に捉える

にはどうすればよいかについて検討したいと考えており,その方法として身体的変化とし

て誰れでも理解できる身長を指標にした思春期成長促進現象の解析と,その現象が生ずる

基盤である内分泌学的変化を取り上げた。 

 思春期小児の健康の問題は家庭でも十分に対応できることを条件に,成人病の一次予防

(動脈硬化危険因子への対応),問題行動(精神衛生的対応,性行動の実態とそれに対する対

応),食生活に絞り検討を加えることにした。そしてこれらの問題に対して家庭で具体的に

対応できるシステムづくりや指針の作成を最終的な目標としている。思春期の具体的な捉

え方については,村田,長が,成人病の一次予防については村田,山内が,問題行動について

は関谷,林が,食生活については坂本が,システムづくりについては山内が中心になり,そし

て指針の作成は全員が参加して検討することにしている。今回の報告はそれぞれの担当者

が,基本的な考えや preliminary な資料を記載したものである。 


